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②

　　

３３
月月
９９
日
（
木
）、
第
９
回

日
（
木
）、
第
９
回

西
之
表
市
震
災
対
策
訓
練
が
市

西
之
表
市
震
災
対
策
訓
練
が
市

内
一
円
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

内
一
円
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
　
「
南
海
ト
ラ
フ
沖
を
震
源
と

す
る
震
度
５
弱
の
地
震
が
発

生
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
」
と
い
う
想
定
で
、《
津
波

の
率
先
避
難
対
象
地
域
》
の
住

民
の
皆
様
を
対
象
に
、
自
ら
の

命
と
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
自
助
と
共
助
の
体
制
の

強
化
と
、
率
先
避
難
行
動
の
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
市
民
約
９
１
７

名
、
消
防
団
員
１
９
５
名
、
校

区
防
災
会
80
名
、
関
係
機
関
21

名
（
総
勢
約
１
２
１
３
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

第９回西之表市震災対策訓練第９回西之表市震災対策訓練

訓練時の様子（市民会館）

◆津波の率先避難対象地域◆◆津波の率先避難対象地域◆

校区 行政区 一時避難場所

榕城

西町 市民会館、すこやか

東町（海側） 図書館、市民会館、すこやか

洲之崎（海側） 平和の園保育園

池田 図書館

天神町
納曽公民館

田屋敷

鴨女町 わかさ公園

野首（海側） 野首公民館

城（甲女川沿い） 墓地公園

美浜町（海側） 児童センター
美浜グラウンド

中野（甲女川沿い） 中野公民館

小牧野（甲女川沿い） 小牧野公民館
朝日が丘
（甲女川沿い） 朝日が丘公民館

下西

川迎（海側） 下西小学校体育館
下西校区公民館

塰泊（海側） 若宮保育園

池野（甲女川沿い） 池野公民館
下西校区公民館

下石寺（国道沿い） 下石寺公民館

上西

大花里（海岸沿い） 上西区長事務所
花里崎公民館

花里崎（海岸沿い） 花里崎公民館
大崎

（低地海岸沿い） 大崎公民館

校区 行政区 一時避難場所

安納 峯（海岸沿い） 峯公民館

安城 川脇（漁港沿い） 川脇公民館

国上

久保田（漁港近く）
避難目標地点

（詳細は地域で確認）
浦田
湊

中目（大久保）

寺之門（大田） 国上中央公民館

伊関
沖ヶ浜田 避難目標地点

（詳細は地域で確認）
浜脇 ( 海側 ) 浜脇公民館

現和

庄司浦 避難目標地点
（詳細は地域で確認）

田之脇（海側） 現和中学校跡地
浅川（海側） 上村広場

住吉

深川
（国道・集落入口）

深川公民館

中之町 住吉小学校

浜之町 住吉小学校
形之山（海岸沿い） 形之山公民館

上能野
漁民研修施設
能野グラウンド

下能野 能野グラウンド

　想定される地震発生から津波到達までの時間が短いため、市に津波警報・大津波警報が発表されたら、た
だちに近くの安全な高台や避難場所に避難する地域になります。お住いの地域でなくても、地震・津波はい
つ発生するかわかりません。職場など、よく滞在している場所の避難先も確認しておきましょう。
　なお、津波注意報ではご自宅から避難する必要はありませんが、港での作業や海釣り海水浴やサーフィン
などは危険ですので、海から離れてください。

※海抜１０ｍ以下の区域が含まれる地域、及び、南海トラフ地震津波浸水想定区域が率先避難対象地域とな
りますので、市防災マップにて確認してください。
※懐中電灯をはじめ、非常持ち出し品を日頃から準備しておきましょう。

市政の窓 2023.4 月号



③

南海トラフ地震　西之表市における想定南海トラフ地震　西之表市における想定
　　　　　　　　　　　　　（平成 24～ 25 年度鹿児島県地震等災害被害予測調査）※夏・昼 12時　　　　　　　　　　　　　（平成 24～ 25 年度鹿児島県地震等災害被害予測調査）※夏・昼 12時

※その他に断水・停電などライフラインの途絶、多数の要捜索者・避難者が発生。
※本市は「南海トラフ地震防災対策推進地域（707 市町村）」及び「南海トラフ地震津波避難対策特
別強化地域（139市町村）」に指定。
※種子島東方沖地震（最大震度６強、最大津波高５．５４ｍ）等の想定もある。

全壊（地震） 半壊（地震） 全壊（津波） 半壊（津波）
０棟 ０棟 ５２０棟 ５８０棟

最大震度 １ｍの津波到達時間 最大津波高の到達時間 最大津波高
５弱 ２９分 ３６分 １０．１１ｍ

死者（地震） 負傷者（地震） 死者（津波）※ 負傷者（津波）※
０人 ０人 １００人 ３０人

　消防団員は、普段はそれぞれの仕事に就きながら災害時の消防・防災活動や平時の訓練などに従事します。
火災発生時の消火活動はもちろん、災害時の避難誘導や救助活動にも従事しており、地域に不可欠な存在です。
　西之表市消防団は、本部と１３分団（榕城、上西、国上、伊関、安納、現和、安城、立山、中割、古田、住吉、
下西、女性）で構成されています。
《入団資格》
（１）西之表市内に居住し、または勤務している者
（２）１８歳以上の者
（３）消防団活動に支障がない健康状態の者
　　※団員数には定員があるため、資格を満たしていて
　　も入団できない場合があります。

《待遇等》
　活動服等の貸与。各種保険の加入。市から階級に応じ
た年額報酬（数万円程度）や、災害出動や訓練、防災活
動に従事した際に出動報酬（１日数千円程度）が年２回
に分けて支給されます。 震災対策訓練時の消防団員（榕城分団）

◆自らの命と家族の命は自分で守る行動を確認（自助）◆◆自らの命と家族の命は自分で守る行動を確認（自助）◆
①地震発生
・落下物等から自分と家族の身を守る。窓の近くは危険。
　→日頃から高いところに荷物を置かない。家具等をしっかりと固定しておきましょう。
②揺れが収まってから
・家族等の安全確認、火の元確認、避難の準備《率先避難対象地域》
　→日頃から、災害時の連絡手段や避難先・避難経路等をあらかじめ決めておき、非常用持ち出し袋
　を準備しておきましょう。
・避難の際は、避難後の出火防止のためガスの元栓を閉め、ブレーカーを遮断する。
　→緊急の場合は、とにかくすぐに避難。感震ブレーカー等の設置を検討しましょう。
　※避難の必要がない→家族等の安否確認。家屋・家具や周辺の安全確認。
③大津波警報発表《率先避難対象地域から率先避難》
・周囲に避難を呼びかけながら、自ら率先して避難（率先避難）しましょう。
・災害時要配慮者はタオル等を玄関に掲示し、避難した目印にしましょう。
　→安否確認の短縮ができ、救助活動等がスムーズに行えます。
　※津波災害では避難支援者（助けに行く人）が被災する事例が多いので注意！
④津波到達の１５分前までに避難完了
・避難経路の危険個所や、避難に要する時間を確認しましょう。
⑤巨大津波到達（※津波・大津波警報解除まで数時間から数日間かかります）

◆消防団員（約３００人）が活躍しています◆

■問合せ先　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 205/206
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２
月

　

２
月
2626
日
（
日
）、
令
和
４
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民

日
（
日
）、
令
和
４
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
舞
台
発
表

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
舞
台
発
表

と
物
品
販
売
は
４
年
ぶ
り
、
展
示
発
表
は
２
年
ぶ
り
と
な
る
久

と
物
品
販
売
は
４
年
ぶ
り
、
展
示
発
表
は
２
年
ぶ
り
と
な
る
久

し
ぶ
り
の
市
民
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

し
ぶ
り
の
市
民
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、映
画
上
映
会
「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
フ
ィ
ー
バ
ー
」

　

午
前
の
部
で
は
、映
画
上
映
会
「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
フ
ィ
ー
バ
ー
」

が
上
映
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

が
上
映
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
種
子
島
中

　

午
後
の
部
で
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
種
子
島
中

学
校
と
種
子
島
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
、
種
子
島
ウ
イ
ン
ド
ア

学
校
と
種
子
島
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
、
種
子
島
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
３
団
体
合
同
の
吹
奏
楽
団
に
よ
る
、
力
強
く
も

ン
サ
ン
ブ
ル
の
３
団
体
合
同
の
吹
奏
楽
団
に
よ
る
、
力
強
く
も

華
や
か
な
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
そ
の
後
行
わ
れ
た

華
や
か
な
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
そ
の
後
行
わ
れ
た

各
表
彰
で
は
、
６
団
体
と

各
表
彰
で
は
、
６
団
体
と
1414
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
功
績
が

名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
功
績
が

讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
・
展
示
発
表
で
は
、
１
年
間
の
学
習
や
活
動
の
成
果
を

　

舞
台
・
展
示
発
表
で
は
、
１
年
間
の
学
習
や
活
動
の
成
果
を

披
露
し
、
生
涯
学
習
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
時
間
と
な

披
露
し
、
生
涯
学
習
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
会
館
の
駐
車
場
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
―

「「
k
i
t
c
h
e
n
 

k
i
t
c
h
e
n
も
よ
ー
て
」
や
福
祉
団
体
に
よ
る
物
品
販

も
よ
ー
て
」
や
福
祉
団
体
に
よ
る
物
品
販

売
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

全国小・中学校ＰＴＡ広報誌コンクール
日本教育新聞社「社長賞」
　種子島中学校ＰＴＡ
県読書推進運動協議会「優良読書グループ表彰」
熊毛地区社会教育関係優良団体表彰
　おはなしのとびらとんとん
県子ども会育成連絡協議会表彰「団体の部」
榕城中目子ども会育成会
熊毛地区子ども会育成連絡協議会表彰「個人の部」
　上妻 初生
市優良地域づくり団体表彰「優秀賞」
　つわぶき会
　おかずやおれんじ
市体育協会表彰
　【社会体育功労者賞】　宮園 幸男
　【優秀選手賞】　中山 綾音（種子島中２年）
市生涯学習奨励賞
　元木 梁弾（種子島中３年）
　山田 楓（種子島高３年）
市いじめ防止啓発標語コンクール「特選」
　中村 咲笑（榕城小１年）
　榎本 侑太郎（古田小２年）
　沖田 陽真（榕城小３年）
　押川 彩千花（住吉小４年）
　上妻 朋花（榕城小５年）
　山田 理杏（榕城小６年）
　持田 都美（種子島中１年）
　加藤 アンナ（種子島中２年）
　川﨑 楓（種子島中３年）

各種表彰紹介 ※敬称略
（学年は 3月現在）（学（学年は年は 3月3月現在現在））

～つながる学び　ひろがる未来～つながる学び ひろがる未来つながる学び ひろがる未来

令和４年度令和４年度
西之表市生涯学習市民フェア西之表市生涯学習市民フェア

市政の窓 2023.4 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

２
月

　

２
月
1818
日日((

土土))

か
ら
か
ら
2222
日日((

水水))

に
か
け
て
、
第

に
か
け
て
、
第
7070
回
県
下
一
周
市
郡
対

回
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
総
合
９
位
と
な
り
、

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
総
合
９
位
と
な
り
、

3636
年
ぶ
り
の
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を
勝
ち
取

年
ぶ
り
の
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
を
８
位
で
ゴ
ー
ル
し
、

　

大
会
１
日
目
を
８
位
で
ゴ
ー
ル
し
、

そ
の
勢
い
を
維
持
し
な
が
ら
選
手
た
ち

そ
の
勢
い
を
維
持
し
な
が
ら
選
手
た
ち

は
５
日
間
を
走
り
抜
け
、
前
回
大
会
か

は
５
日
間
を
走
り
抜
け
、
前
回
大
会
か

らら
4343
分分
2222
秒
短
縮
し
、
躍
進
賞
も
獲
得

秒
短
縮
し
、
躍
進
賞
も
獲
得

し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
は
、
沿
道
か
ら

し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
は
、
沿
道
か
ら

出
郷
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

出
郷
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
か
ら
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

様
か
ら
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
を
代
表
し
て
、
森
田
容
企
選

　

チ
ー
ム
を
代
表
し
て
、
森
田
容
企
選

手
は
「
チ
ー
ム
関
係
者
、
そ
し
て
応
援

手
は
「
チ
ー
ム
関
係
者
、
そ
し
て
応
援

し
て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
素
晴
ら

し
て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
素
晴
ら

し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
自

し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
自

分
が
生
ま
れ
た
年
の
同
成
績
を
、
選
手

分
が
生
ま
れ
た
年
の
同
成
績
を
、
選
手

と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

く
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

く
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

熊
毛
チ
ー
ム

熊
毛
チ
ー
ム    

ＣＣ
ク
ラ
ス
優
勝
！
36
年
ぶ
り
の
快
挙
！

第
70
回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

第第
3333
回
全
九
州
中
学
生
選
抜
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

３
位
入
賞
！

回
全
九
州
中
学
生
選
抜
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

３
位
入
賞
！

　　

２
月
２
月
2525
日
（
土
）
と

日
（
土
）
と
2626
日
（
日
）
に
、

日
（
日
）
に
、

日
置
市
東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
「
第

日
置
市
東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
「
第

3333
回
全
九
州
中
学
生
選
抜
男
女
ソ
フ
ト

回
全
九
州
中
学
生
選
抜
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
開
催
さ
れ
、
本
市
の
中

ボ
ー
ル
大
会
」
開
催
さ
れ
、
本
市
の
中

学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
種
子
島
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
が
３
位
入
賞

「
種
子
島
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
が
３
位
入
賞

し
、
２
大
会
連
続
の
九
州
大
会
入
賞
を

し
、
２
大
会
連
続
の
九
州
大
会
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

果
た
し
ま
し
た
。

　

一
回
戦
を

　

一
回
戦
を
9090
分
同
点
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

分
同
点
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
末
に
制
し
、
そ
の
勢
い
で
二
回
戦
を

の
末
に
制
し
、
そ
の
勢
い
で
二
回
戦
を

４
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
勝
利
。
準
決

４
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
勝
利
。
準
決

勝
で
は
優
勝
候
補
筆
頭
の
長
崎
県
代
表

勝
で
は
優
勝
候
補
筆
頭
の
長
崎
県
代
表

の
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
大
会
を

の
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
大
会
を

通
し
て
「
少
な
い
人
数
で
も
、
声
出
し

通
し
て
「
少
な
い
人
数
で
も
、
声
出
し

と
元
気
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
」
を
合
言

と
元
気
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
」
を
合
言

葉
に
精
一
杯
の
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

葉
に
精
一
杯
の
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
砂
坂
泰
進
さ

　

チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
砂
坂
泰
進
さ

ん
（
種
子
島
中
学
校
２
年
）
は
「
４
月

ん
（
種
子
島
中
学
校
２
年
）
は
「
４
月

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
向
け
て
、
良

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
向
け
て
、
良

い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
足
り
な

い
部
分
を
補
い
な
が
ら
、
優
勝
で
き
る

い
部
分
を
補
い
な
が
ら
、
優
勝
で
き
る

よ
う
練
習
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

よ
う
練
習
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

⑤ 市政の窓2023.4 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

市
町
村
振
興

市
町
村
振
興

宝
く
じ
助
成
事
業

宝
く
じ
助
成
事
業

〜
国
上
・
安
城
・
立
山
・
古
田
校
区
〜

〜
国
上
・
安
城
・
立
山
・
古
田
校
区
〜

　　

食
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
コ

食
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
、
大
字
地
域
の

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
、
大
字
地
域
の

少
子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
多
様

少
子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
多
様

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
宝
く
じ

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
宝
く
じ

の
助
成
金
を
活
用
し
、
地
域
の
特
色
を

の
助
成
金
を
活
用
し
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
自
立
的
で
持
続
可
能
な
住
み

活
か
し
た
自
立
的
で
持
続
可
能
な
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

安
城
・
立
山
・
古
田
校
区
で
は
地

　

安
城
・
立
山
・
古
田
校
区
で
は
地

産
地
消
で
食
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の

産
地
消
で
食
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
誰
で
も
集
え
る
地
域
コ
ミ
ュ

提
供
、
誰
で
も
集
え
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
、
地
域
見
守
り

ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
、
地
域
見
守
り

を
構
築
す
る
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
構
築
す
る
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

「「
k
i
t
c
h
e
n

k
i
t
c
h
e
n
も
よ
ー
て
」
を
運

も
よ
ー
て
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

営
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
国
上
校
区
で
は
校
区
内
の

　

同
様
に
、
国
上
校
区
で
は
校
区
内
の

豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
稼
げ
る

豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
稼
げ
る

地
域
づ
く
り
、
校
区
内
外
か
ら
の
集
客

地
域
づ
く
り
、
校
区
内
外
か
ら
の
集
客

を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
に

を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
に

必
要
な
加
工
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

必
要
な
加
工
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５

▲ キッチンカー「kitchen もよーて」キッチンカー「kitchen もよーて」

▶  

国
上
校
区　

加
工
備
品

国
上
校
区　

加
工
備
品

（
上
：
急
速
冷
凍
庫　

下
：
真
空
パ
ッ
ク
）

（
上
：
急
速
冷
凍
庫　

下
：
真
空
パ
ッ
ク
）

　

３
月

　

３
月
３３
日
（
木
）
に
は
初
め
て
の
試

日
（
木
）
に
は
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
西
町
か
ら
県
熊
毛
支
庁
下

み
と
し
て
、
西
町
か
ら
県
熊
毛
支
庁
下

へ
繋
が
る
階
段
に
も
、
ひ
な
人
形
が
展

へ
繋
が
る
階
段
に
も
、
ひ
な
人
形
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
か
れ
た
階
段

　

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
か
れ
た
階
段

に
、
ひ
な
人
形
が
並
べ
ら
れ
、
街
中
を

に
、
ひ
な
人
形
が
並
べ
ら
れ
、
街
中
を

鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
市
マ
ス
コ
ッ

鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
火
縄
銃
兵
衛
と
わ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
火
縄
銃
兵
衛
と
わ

か
さ
姫
も
見
学
に
訪
れ
会
場
を
盛
り
上

か
さ
姫
も
見
学
に
訪
れ
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

げ
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
会
場
を
訪
れ
た

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
会
場
を
訪
れ
た

原
田
咲
良
さ
ん
（
５
歳
）
は
「
ひ
な
人

原
田
咲
良
さ
ん
（
５
歳
）
は
「
ひ
な
人

形
が
い
っ
ぱ
い
で
、と
っ
て
も
可
愛
か
っ

形
が
い
っ
ぱ
い
で
、と
っ
て
も
可
愛
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

２
月

　

２
月
2323
日
（
木
）、
ま
ち
か
ど
イ
ン

日
（
木
）、
ま
ち
か
ど
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
第
３

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
第
３

回
「
よ
ろ
〜
て
よ
ろ
ひ
な
ま
つ
り
」
が

回
「
よ
ろ
〜
て
よ
ろ
ひ
な
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
よ
か
ろ
〜
ひ
な
会
の
メ
ン

　

こ
れ
は
、
よ
か
ろ
〜
ひ
な
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
ご
家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た

バ
ー
が
、
ご
家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た

ひ
な
人
形
を
募
り
、
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ

ひ
な
人
形
を
募
り
、
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
し
実
施

ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

約
１
０
０
体
の
ひ
な
人
形
と
手
作
り

　

約
１
０
０
体
の
ひ
な
人
形
と
手
作
り

の
吊
る
し
雛
が
会
場
を
彩
り
、
多
く
の

の
吊
る
し
雛
が
会
場
を
彩
り
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

よ
ろ
ひ
な
ま
つ
り

よ
ろ
ひ
な
ま
つ
り

　
　

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

　
　

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

✿✿  

ひ
な
ま
つ
り

ひ
な
ま
つ
り

　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介

　

イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介  

✿✿

街
中
で
ひ
な
ま
つ
り

街
中
で
ひ
な
ま
つ
り

市政の窓 2023.4 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

３
月

　

３
月
５５
日
（
日
）、
宇
宙
セ
ン
タ
ー

日
（
日
）、
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第

で
開
催
さ
れ
た
第
1919
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ

回
種
子
島
ロ
ケ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
種
子
島
高

ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
種
子
島
高

校
ド
キ
ド
キ
ロ
ケ
ッ
ト
同
好
会
が
ロ

校
ド
キ
ド
キ
ロ
ケ
ッ
ト
同
好
会
が
ロ

ケ
ッ
ト
部
門
種
目
《
滞
空
・
定
点
回
収
》

ケ
ッ
ト
部
門
種
目
《
滞
空
・
定
点
回
収
》

で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

島
内
か
ら
唯
一
出
場
し
、
全
国
か
ら

　

島
内
か
ら
唯
一
出
場
し
、
全
国
か
ら

多
く
の
大
学
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
で

多
く
の
大
学
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
で

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
川
龍
哉
さ
ん
（
３
年
）
は
「
試
行

　

小
川
龍
哉
さ
ん
（
３
年
）
は
「
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
大
変
だ
っ
た
が
、
大

錯
誤
を
繰
り
返
し
大
変
だ
っ
た
が
、
大

学
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
で
優
勝
で
き

学
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
で
優
勝
で
き

て
大
変
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
大
変
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

東
海
大
学
海
洋
調
査
研
修
船

望
星
丸　

寄
港

　

３
月
８
日
（
水
）、
東
海
大
学
の
海

　

３
月
８
日
（
水
）、
東
海
大
学
の
海

洋
調
査
研
修
船
「
望
星
丸
」
が
西
之
表

洋
調
査
研
修
船
「
望
星
丸
」
が
西
之
表

港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
火

　

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
火

縄
銃
兵
衛
と
わ
か
さ
姫
が
研
修
生
を
お

縄
銃
兵
衛
と
わ
か
さ
姫
が
研
修
生
を
お

出
迎
え
し
、
研
修
生
は
ロ
ケ
ッ
ト
基
地

出
迎
え
し
、
研
修
生
は
ロ
ケ
ッ
ト
基
地

や
陶
芸
体
験
な
ど
島
内
を
満
喫
し
ま
し
た
。

や
陶
芸
体
験
な
ど
島
内
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
学
生
は
、「
ロ
ケ
ッ

　

研
修
を
終
え
た
学
生
は
、「
ロ
ケ
ッ

ト
基
地
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

ト
基
地
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
。
安
納
芋
は
甘
さ
控
え
め
で
し
っ

し
い
。
安
納
芋
は
甘
さ
控
え
め
で
し
っ

と
り
と
し
た
食
感
が
良
か
っ
た
。

と
り
と
し
た
食
感
が
良
か
っ
た
。
ま
た
ま
た

種
子
島
に
来
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
に
来
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月

　

３
月
７７
日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
で
、

日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
で
、

せ
い
ざ
ん
病
院
の
田
上
容
正
理
事
長
に

せ
い
ざ
ん
病
院
の
田
上
容
正
理
事
長
に

よ
る
図
書
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

よ
る
図
書
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
上
理
事
長
は
、
こ
れ
ま
で
も
母
校

　

田
上
理
事
長
は
、
こ
れ
ま
で
も
母
校

で
あ
る
榕
城
小
学
校
と
種
子
島
中
学
校

で
あ
る
榕
城
小
学
校
と
種
子
島
中
学
校

へ
図
書
を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
新
た

へ
図
書
を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
新
た

に
２
７
３
冊
の
新
本
が
榕
城
小
学
校
へ

に
２
７
３
冊
の
新
本
が
榕
城
小
学
校
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
委
員
の
児
童
た
ち
が
代
表
し
て

　

図
書
委
員
の
児
童
た
ち
が
代
表
し
て

新
本
を
受
け
取
り
、「
こ
れ
か
ら
も
、

新
本
を
受
け
取
り
、「
こ
れ
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
ん
で
い
き
た

た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田
上
容
正
氏  

図
書
を
寄
贈（
榕
城
小
）

平
和
の
う
め
ぞ
の  

看
板
設
置

　

３
月
１
日
（
水
）、
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん

　

３
月
１
日
（
水
）、
あ
っ
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左から２番目～順に黒﨑健信さん、小川龍哉さん、
小倉烈央さん、長野真輝さん（ともに３年）
※メンバーの井元拓奨さんは訪問当日欠席
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　転出・転入に関する業務　転出・転入に関する業務のの受付時間受付時間をを延長延長しますします

住所変更手続き住所変更手続きはお済みですか？はお済みですか？
マイナンバーカードのマイナンバーカードの
　　　　　　継続利用の手続きについて　　　　　　継続利用の手続きについて
　他市町村で作成されたマイナンバーカードを転　他市町村で作成されたマイナンバーカードを転
入先で引き続き利用するため、住所、氏名、生年入先で引き続き利用するため、住所、氏名、生年
月日、性別の情報に変更があった場合には、変更月日、性別の情報に変更があった場合には、変更
があったことを記載する必要がありますので、があったことを記載する必要がありますので、おお
手続きの際は、必ず持参してください。手続きの際は、必ず持参してください。
　マイナンバーカードの継続利用の手続きは、転　マイナンバーカードの継続利用の手続きは、転
入届時またはその日から入届時またはその日から 90 日以内に行ってくだ
さい。（90 日を過ぎるとマイナさい。（90 日を過ぎるとマイナ
ンバーカードは失効します）また、ンバーカードは失効します）また、
手続きには暗証番号（数字４桁）手続きには暗証番号（数字４桁）
の入力が必要です。の入力が必要です。

■問い合わせ先　市役所市民生活課市民係　☎22‐1111内線301/302市役所市民生活課市民係　☎22‐1111内線301/302

　転勤や入学・卒業など、西之表市から転出される方、西之表市に転入される方など、春は異動により住
所が変わる方が多い時期です。そのため、窓口が混雑し、待ち時間が長くなるなど、ご迷惑をおかけする
ことが予想されます。
　市役所各課では、窓口へお越しの皆様のご負担を少しでも軽減するため、次のとおり転出・転入に関す
る窓口業務の時間を延長します。
　何かと忙しい時期ですが、早めの手続きをお願いします。
◇延長する課と業務内容

市民生活課

〇住所の異動に関すること
〇各種証明書の発行
〇マイナンバー（個人番号）カード、
離島航空割引カードの交付
〇ゴミ搬出に関すること

福祉事務所 〇児童手当、子ども医療、保育園、障
害者手帳に関すること

水道課 〇水道の使用、停止に関すること

健康保険課 〇国民健康保険、後期高齢者医療保険、
国民年金に関すること

総務課 〇防災ラジオに関すること

教育委員会
学校教育課

〇小、中学校の新１年生の転入・転居
者に関すること

【西之表市内で引っ越す方】
　転居届が必要です。引越し先に住み始めてか
ら 14 日以内に手続きをお願いします。
※引越し前の手続きはできません。

【西之表市外へ引っ越す方】
　転出届が必要です。引越しの当日までに手続
きをお願いします。引越し先では転入届が必要
です。

【西之表市外から西之表市内へ引っ越す方】
　転入届が必要です。西之表市に住み始めてか
ら 14 日以内に手続きをお願いします。

■問■問■■■問■■■■■問

出会いと別れの季節　出会いと別れの季節　異動時期のお手続き異動時期のお手続き

◇市民生活課窓口（延長）時間と混雑予想
日 月 火 水 木 金 土

3月 27日
17：15まで

3月 28日
17：15まで

3月 29日
17：15まで

3月 30日
19：00まで

3月 31日
19：00まで

4月 1日
17：15まで
休日窓口

4月 2日
13：00まで
休日窓口

4月 3日
19：00まで

4月 4日
17：15まで

4月 5日
17：15まで

4月 6日
17：15まで

4月 7日
17：15まで

※受付開始は 8時 30 分から　※窓口が大変混みあうことが予想されます。時間に余裕を持っておこしください。
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小型特殊自動車・農耕作業用自動車をお持ちの方へ
　フォークリフト等の小型特殊自動車や農耕トラクタ、コンバインなどの乗用装置のある農耕作業用自動
車は、公道走行の有無に関わらず、所有していることで、申告及びナンバープレート取付が法律で義務付
けられています。
　該当車両を新たに取得した方、または、ナンバープレートの交付を受けていない車両を所有している方は、
すみやかに軽自動車税の申告手続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてください。
※標識交付申請書等の様式は、西之表市のホームページにも掲載してあります→
《小型特殊自動車等の区分》

区分 小型特殊（その他） 小型特殊（農耕作業用）

車両の大きさ
長さ 4.7 ｍ以下 制限なし
幅 1.7 ｍ以下 制限なし
高さ 2.8 ｍ以下 制限なし

総排気量 制限なし 制限なし
最高速度 15ｋｍ /ｈ以下 35ｋｍ /ｈ未満
税額 5,900 円 2,400 円

※小型特殊自動車等のナンバープレートは、軽自動車税を課税するための課税標識であり、公道走行を許
可するものではありません。（例）乗用田植機は、ナンバープレート取付の必要がありますが、公道走行不可。
　公道走行可能なものは、道路運送車両法の保安基準を満たした車両に限られますので、所有する小型特
殊自動車等の公道走行の可否については、各メーカーにお問合せください。
《ナンバープレート交付申請に必要なもの》
１．届出者の本人確認書類（運転免許証等）
２．メーカー名、車種、型式、車台番号が分かるもの（契約書、販売証明書、カタログ、現物の写真等）

■問合せ先　市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

軽自動車税納付確認システム（軽 JNKS）について
　軽 JNKS が導入されたことに伴い、車検時の納税証明書の提示が原則不要となりました。
　しかし、軽 JNKS に納付情報を反映させるには時間を要するため、下記のような対応を求められる場合
があります。軽 JNKS 導入後でも、納税証明書は有効ですので、納めた軽自動車税（種別割）納付書の領
収書は大事に保管するようにしてください。

《軽 JNKS で軽自動車税の完納が確認できない場合とその対応》
支払い方法 納付した日 車検時の状況 車検を受けるための対応

納付書払い
アプリ決済

納期限前
～６月末 納付直後

に車検を受ける場合

・市民生活課で領収書等を提示し、紙の納税証明書の
交付を受ける。
・税務課で領収書等を提示し、軽 JNKS で納付情報の
即時更新を依頼する。

７月以降 ・市民生活課で領収書等を提示し、紙の納税証明書の
交付を受ける。

口座引き 口座
振替日

口座振替日直後
に車検を受ける場合

・市民生活課で記帳した通帳を提示し、紙の納税証明
書の交付を受ける。
・税務課に口座振替にしている旨を連絡し、軽ＪＮＫ
Ｓで納付情報の即時更新を依頼する。
※口座振替で、納付の確認ができていない車両につい
ては、即時更新をするための条件がありますので、下
記までお問合せください。

※その他車検を受けられない事態が発生した場合は市役所税務課までお問合せください。
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【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 住　　所 電 話 番 号 保　険 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 鹿児島市鴨池新町 7‐1 099-206-8381
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

キラメキテラスヘルスケアホスピタル 鹿児島市高麗町 43‐30 099-250-5600
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

鹿児島徳洲会病院 鹿児島市南栄 5‐10‐51 099-268-1110 国　保 ○ ○ × ×
後　期 〇 × × -

鹿児島厚生連病院健康管理センター 鹿児島市与次郎 1‐13‐1 099-256-1133
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

鹿児島県民総合保健センター 鹿児島市下伊敷 3‐1‐7 099-220-2622
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

いづろ今村病院 鹿児島市堀江町 17-1 099-226-5066
国　保 ○ × ○ ×
後　期 ○ × ○ -

南風病院  ※ 1 鹿児島市長田町 14‐3 099-226-9111
国　保 ○ × × ○
後　期 ○ × × -

さがらパース通りクリニック 鹿児島市新屋敷町 26‐13 099-239-5366
国　保 ○ × × ○
後　期 ○ × × -

厚地脳神経外科病院 鹿児島市東千石町 4‐13 099-226-1491
国　保 × × ○ ×
後　期 × × ○ -

種子島医療センター 西之表市西之表 7463 0997-22-0960
国　保 ○ × ○ ×
後　期 ○ × ○ -

厚地記念クリニックPET画像診断センター 鹿児島市照国町 12‐1 099-226-8871
国　保 × × × ○
後　期 × × × -

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目※ 1  後期 1日ドック：80 歳未満

国民健康保険被保険者・後期高齢者医療保険被保険者の皆様へ

「人間ドック」・「脳ドック」等の助成を行います
■問い合わせ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111内線 311/312

　西之表市国民健康保険及び後期高齢者医療保険で
は、生活習慣病や疾病の早期発見・健康増進を目的
として、「1日人間ドック」、「2日人間ドック」及び「脳
ドック」等の施設利用者に対する助成を行っています。
　契約医療機関は下表の 11機関で、申請受付は 4
月 1日からです。
【対象】
◆国民健康保険…施設利用日において、国民健康保
険加入期間が引き続き 1年以上で、20歳以上の被
保険者の方
◆後期高齢者医療保険…被保険者全員
《注意事項》
①人間ドック、脳ドック、PET 検診（国保のみ）の
いずれか、年度 1回とします。
②国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料の滞納
世帯の被保険者には助成できません。
③年度内に集団健診か個別健診を受ける方について

は、助成ができません。（どちらか 1回の補助）
④国民健康保険被保険者及び後期高齢者医療保険
被保険者に対する助成のため、会社の健康保険等
に加入している方は対象となりません。
【助成額】※人数に限りがあります。
◆人間ドック  25,000 円（1日・2日ドックとも
金額は同じです。）
◆脳ドック  20,000 円
◆PET検診  25,000円（PET検診は国保のみ助成）
【申請方法】
①医療機関に受検日を予約する。
②保険証、印鑑を持って、市役所健康保険課の窓
口で手続きを行う。
③医療機関で受検する際、②の手続きでもらう利
用券を提出する。
※受検する前に申請を行わないと助成できません
ので、必ず事前に手続きをお願いします。

市政の窓 2023.4 月号



　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　市奨学生であった方が最終学校を卒業後、返還
期間内に本市に住民登録し、引き続き５年間市内
に居住し、かつ、本市で就業していた時は、願い
出により奨学資金の全部または一部の返還を免除
することができます。（返還について滞納のある方、
市税等の滞納のある方、または公務員として採用
された方は対象外）
手続きについては、毎年年度初め（５月までを

期限とする）に、返還猶予の手続き（５年間）を

する必要があります。

　詳しくは、お問い合わせください。

市奨学資金の返還免除について

■問合せ先
市教育委員会総務課庶務係

　☎ 22‐1111内線 253

■問合せ先
　市役所経済観光課観光交流係
　☎ 22‐1111内線 272・273

　市グリーン・ツーリズム推進協議会では、新型

コロナウイルスの影響により実施できていなかっ

た民泊受入を令和５年度より再開することに伴い、

新規受入家庭を募集しています。

《民泊とは》

　市ではグリーン・ツーリズム（農山漁村に滞在し、

農漁業体験を楽しみ地域の人々との交流を図る余

暇活動のこと）を推進しており、島外からの教育

旅行（修学旅行）受入誘致を行っています。

　平成 17年度から都市住民との交流人口を増や

し、地域の活性化を図るためにグリーン・ツーリ

ズムに取り組んでいます。

　当時の主なテーマは、一般的な農林漁業等の体

験のみの提供が主流でしたが、平成 20年度ごろ

からは農林漁業等体験と宿泊がセットになった生

活体験が重要視されるようになりました。

《受入手数料》

　民泊受入家庭には、受入手数料として一人につ

き約 5,400 円（1泊）が支払われます。

※民泊受入をしてみたい、または興味がある方は

是非、経済観光課までご連絡ください。

市グリーン・ツーリズム推進協議会
新規受入家庭の募集
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市行政情報を SNS で発信しています

　SNSで市政情報を発信しています。SNS一覧か
らご確認ください。

■問合せ先
市役所総務課秘書広報係

　☎ 22‐1111内線 203・207

市政の窓2023.4 月号



―網戸に補助錠を付ける、ベランダに台になる物を置かないなどの対策を―

窓・ベランダからの子どもの転落事故
ご注意ください！

　子どもが住居などの窓やベランダから転落し、死亡する事故が多く発生しています。
　厚生労働省「人口動態調査」、東京消防庁「救急搬送データ」及び医療機関ネットワーク事業の事故情
報を消費者庁で分析したところ、次のことが分かりましたので、注意が必要です。
　①窓を開けたり、ベランダに出る機会が増えたりする夏頃から転落事故が増加
　②子どもの中でも３～４歳の転落事故が最も多い
　③２階からの転落でも入院が必要な中等症と診断されている事例が多い
　④窓が開いた部屋で子どもだけで遊んでいて発生する事例が多い

転落事故を防止するためのポイント
窓やベランダ周辺の環境づくり
　◆ 窓やベランダの手すり付近に足場になるようなものを置かないようにしましょう。特に、エアコンの   
　室外機の置き場所は工夫しましょう。
　◆ 窓、網戸、ベランダの手すり等に劣化がないかを定期的に点検しましょう。
◆ 子どもが勝手に窓を開けないよう、窓や網戸には、子どもの手の届かない位置に補助錠を付けましょう。
子どもの見守り・子どもの教育
　◆ 子どもだけを家に残して外出しないようにしましょう。
　◆ 窓を開けた部屋やベランダでは子どもだけで遊ばせないようにしましょう。
　◆ 窓枠や出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかかったりさせないようにしましょう。
子どもから一瞬たりとも目を離さないことはできず、限界があります。子どもの見守りと合わせて転落事
故が起こらない環境づくりを行いましょう！
「子どもを事故から守る！事故防止ポータル」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/
　　　　　　　　　consumer_safety/child/
「消費者庁　子どもを事故から守る！
　　　　　　　　　　　　公式ツイッター」
https://twitter.com/caa_kodomo

■問い合わせ先■問い合わせ先
　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111内線 238　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111内線 238
　熊毛支庁建設課建築係　　☎ 22‐1867　熊毛支庁建設課建築係　　☎ 22‐1867
　消費者庁消費者安全課　　☎ 03‐3507‐9200　消費者庁消費者安全課　　☎ 03‐3507‐9200

特定健診受診率向上の取組み特定健診受診率向上の取組み
令和４年度特定健診受診率は「48.4％」と過去最高値を記録しています。（令和5年１月末日時点）
本市では、各校区での特定健診の説明、個別勧奨通知、地域からの声かけ依頼等の積極的な受診
勧奨を行い、受診率の向上に努めました。さらに、受診した方の中から抽選で 1万円分商品券をプ
レゼントする企画を今年度も実施！抽選結果は、下記のとおりです。

　当選した方には、当選通知を郵送
しています。
　1万円分商品券の企画は来年度も
実施予定です。（令和５年度市当初予令和５年度市当初予
算の成立が前提となります）算の成立が前提となります）

■問合わせ先
市役所健康保険課国保年金係☎ 22‐1111内線 308

～１万円分商品券当選者～～１万円分商品券当選者～
・Tさん（下西）　  ・S さん（榕城）　  ・Uさん（国上）
・Mさん（現和）　 ・Kさん（古田）　  ・Nさん（下西）
・Hさん（安城）　  ・Wさん（榕城）　  ・Hさん（住吉）
・Mさん（榕城）  ・Nさん（榕城）
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市
長
独
言
№ 72
…
中
高
大
の
ら
ね
こ
連
携

　

種
子
島
出
身
の
学
生
団
体
「
の
ら
ね
こ
」（
下
江
信
之
介
代
表
）
と
種
子
島
高
校
の
生

徒
ら
の
交
流
活
動
が
３
月
、１
週
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
、同
校
で
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
殻
の
繊
維
を
原
料
に
し
た
和
紙
作
り
体
験
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
前
日
に
市
民
会
館

で
あ
っ
た
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
鹿
児
島

大
学
の
研
究
者
や
、
東
京
大
学
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
島
中
の
学
生
た
ち
も
加
わ
り
、

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
高
校
生
物
生
産
科
の
生
徒
た
ち
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
製
造
す
る
際
に
大

量
の
殻
が
出
る
こ
と
か
ら
、
殻
の
繊
維
を
取
り
出
し
て
和

紙
を
作
る
こ
と
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
参
加
者
は

繊
維
を
型
枠
に
流
し
込
む
工
程
を
体
験
し
た
後
、
種
子
島

の
課
題
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
「
の
ら
ね
こ
」
は
、
２
０
２
０
年
夏
に
あ
っ
た
「
に
し

の
お
も
て
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
成
果
を
半
年
後
の

種
子
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
当
時
の
高
校
生
が
大

学
に
進
学
し
た
直
後
の
21
年
５
月
に
結
成
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
関
東
、
近
畿
、
中
国
、
九
州
の
大
学
で
学
ぶ
12
人
。

下
江
代
表
に
よ
る
と
、
全
国
各
地
で
の
び
の
び
と
活
動
す

る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
の
ら
ね
こ
」
と
名
づ
け
た
そ

う
で
す
。
22
年
度
は
シ
ン
ポ
参
加
や
島
の
中
学
、
高
校
生

と
の
海
岸
清
掃
、歴
史
や
グ
ル
メ
な
ど
、お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
の
地
図
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
重
ね
て
お
り
、
佐
藤
南

帆
さ
ん
（
鹿
児
島
大
学
３
年
）
が
今
回
の
シ
ン
ポ
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
に
際
し
て
は
、
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
小
宮
山
宏
会
長
が
初
来
島
し

て
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
バ
ガ
ス
や
森
林
資
源
を
使
っ
て
脱
炭
素
社
会

を
め
ざ
す
新
光
糖
業
や
種
子
島
森
林
組
合
の
取
り
組
み
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
導
入
を

取
り
入
れ
た
出
光
興
産
に
よ
る
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
島
の
将
来
を
考

え
て
行
動
す
る
若
者
た
ち
を
頼
も
し
く
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

種子島高校生と「のらねこ」メンバーら

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
でん粉…55g
ニラ……15g
塩………1.5g
皮をむいたから芋（さつま芋）
　　　…110g

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 191 弾第 191 弾「でん粉のすいもん（吸い物）」「でん粉のすいもん（吸い物）」

水……………600㏄
だしざこ（煮干し）
　　　　　…20g
薄口醤油……小さじ 1
塩……………小さじ 1/3
干しいたけ…２～３枚

【作り方】
① 皮をむき茹でたから芋を熱いうちにすりつぶし、でん粉を加えて混ぜ合わせ、耳たぶほどのかたさに
なるまでよくこねる。かたい場合は水を少量加える。
② ①に塩とみじん切りにしたニラを入れて混ぜる。①に塩とみじん切りにしたニラを入れて混ぜる。
③ 鍋にたっぷりの水を沸騰させ、②を適当な大きさの団子に丸めて茹で、ざるに上げる。
④ 分量の水にだしざこを入れてだしを取り、Ⓐの調味料を加え、薄切りにした干しいたけを入れ煮る。
しいたけに火が入ったら団子を戻し入れる。

［ⒶⒶ
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住み続けたい地域づくりを
目指した活動を紹介します。

　1月 14日土曜日と 29日日曜日に、市民会館で「ライフデザイ
ンセミナー」が開催されました。
　このセミナーは婚活事業の一環として、「仕事」「結婚」「子育て」
等の人生設計を考える機会を提供することを目的に、独身男女だ
けでなく中高生の若い世代も対象に開催され、7名の中高生を含む
28名の方が参加しました。
　わだゆきこさん（MOTHER design 代表：山形県在住）を講師に、
「生き方」をテーマにした講話や価値観を考えるワークショップが
オンラインで行われ、参加者からは「これからの人生でやるべきこ
とをイメージしやすかった」「自分の価値観の大切さについて深く
考えることができた」という感想が聞かれました。

■問合せ先　市役所地域支援課　☎ 22‐1111内線 214・215

ライフデザインセミナーで「生き方」を考える

　西之表市交流アカウントでは地域の魅
力を発信しています。
TikTokアプリを利用されていない方も、

インターネットで「西之表市交流アカウ
ント」と検索していただき、「西之表市交
流アカウント（@nishinoomote_1124）」
で、スマホやパソコンから動画を見るこ
とができます。
　→動画の一部をご紹介。
フォローももちろんお待ち
しています！

TikTok「西之表市交流アカウント」で西之表市の魅力を発信中！

新
た
な
道
へ
―
卒
業
式
行
わ
れ
る

　

２
月

　

２
月
2828
日
（
火
）
に
種
子
島
高
校
、
３
月

日
（
火
）
に
種
子
島
高
校
、
３
月
1414
日
（
火
）

日
（
火
）

に
種
子
島
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
種
子
島
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
8282

名
と
１
２
７
名
の
生
徒
が
卒
業
証
書
を
手
に
し
、
学
び

名
と
１
２
７
名
の
生
徒
が
卒
業
証
書
を
手
に
し
、
学
び

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、「
同
級
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
か
ら

　

卒
業
生
は
、「
同
級
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
」「
支
え
て
く
れ
た
両

こ
そ
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
」「
支
え
て
く
れ
た
両

親
、
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
」
と
、
学
校
生
活
を
振
り

親
、
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
」
と
、
学
校
生
活
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

返
り
ま
し
た
。

▲ 種子島中学校 ▲ 種子島高校
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№ 243

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

◆
自
主
文
化
事
業

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
様
々
な
自
主
文

化
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
５
月
の
子
ど
も
芸
術
祭
典
人
形
劇
に
始
ま
り
、
７
月
に
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
演
奏
者
で
あ
る
須
川
展
也
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
11
月
に
は
映
画
上
映
会
と
鹿
児
島
市
出
身
の
作
曲
家

吉
俣
良
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
協
力

演
奏
家
に
よ
る
「
さ
て
ら
い
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

〜
令
和
４
年
度
の
社
会
教
育
活
動
を
振
り
返
っ
て
〜

▲吉俣良コンサート

◆
生
涯
学
習
市
民
講
座

　

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
初
級
・
中
級
）
講
座
・

花
と
ふ
れ
あ
い
講
座
・
韓
国
語
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
講
座
・
ウ
ク
レ

レ
（
入
門
）
講
座
・
も
っ
と
使
え
る
ス
マ
ホ
講
座
を
開
講
し
、
計

13
講
座
、
延
べ
１
１
２
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

ど
の
講
座
も
受
講
生
の
笑
顔
と
意
欲
的
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、

「
毎
回
楽
し
み
で
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
」「
様
々
な
年
代
の
方
と

も
話
が
で
き
、息
抜
き
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
生
涯
学
習
市
民
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▲ピラティス講座、ウクレレ講座

※
社
会
教
育
課
で
は
、
公
民
館
単
位
で
の
講
座
も
行
っ
て
い
ま

す
。「
こ
ん
な
こ
と
を
学
び
た
い
」「
地
域
の
集
ま
り
で
教
え
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
な
び
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る

電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済
の
利
用
開
始

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

　
「
処
分
し
て
も
よ
い
布
団
は
な
い
か
」
と
男
性
が
訪
問
し
て
き
た
の

で
、
２
階
の
押
し
入
れ
に
あ
る
座
布
団
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
す
る
と
、
業
者
が
勝
手
に
上
が
り
込
ん
で
押
し
入
れ
を
開
け
、

座
布
団
で
は
な
く
羽
毛
布
団
な
ど
を
勝
手
に
出
し
「
こ
の
ま
ま
で
は
ダ

メ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
方
が
よ
い
。」
と
熱
心

に
勧
め
て
き
た
。
根
負
け
し
て
約
13
万
円
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

年
金
暮
ら
し
の
身
に
は
高
額
す
ぎ
て
支
払
え
な
い
。（
80
歳
代
）

布
団
の
処
分
や
点
検
を
口
実
に
し
た

布
団
の
処
分
や
点
検
を
口
実
に
し
た

強
引
な
訪
問
販
売
に
注
意

強
引
な
訪
問
販
売
に
注
意

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆
「
処
分
し
て
も
よ
い
布
団
は
な
い
か
」
な
ど
と
訪
問
さ
れ
て
も
、
安

易
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
の
中
に
あ
げ
て
し

ま
う
と
、
点
検
を
強
い
ら
れ
た
り
、
布
団
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契

約
を
勧
め
ら
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
布
団
の
処
分
は
事
業
者
で
は
な
く
、
自
治
体
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

◆
事
業
者
の
来
訪
は
、
な
る
べ
く
一
人
で
対
応
せ
ず
、
一
度
帰
っ
て
も

ら
う
な
ど
し
て
、家
族
や
周
囲
の
人
な
ど
に
同
席
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
高
齢
者
の
家
に
不
審
な
訪
問
者
が
来
て
い
な

い
か
、
い
つ
も
と
違
う
様
子
は
な
い
か
な
ど
、
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
恐
怖
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
最
寄

り
の
交
番
や
警
察
署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、令
和
５
年
２
月
20
日
（
月
）

か
ら
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
決
済
は
、
対
応
す
る
決
済
ア
プ
リ
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

う
え
、
端
末
の
カ
メ
ラ
機
能
を
使
用
し
、
納
付
書

に
印
字
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

そ
の
場
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

令
和
５
年
２
月
20
日
（
月
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

時
点
に
お
け
る
対
象
決
済
ア
プ
リ
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

※ PayB については、提携している各金融機関が提供す
る決済アプリを含む。詳細については、PayBホームペー
ジをご覧ください。
※商標に関する表示・・・「ｄ払い」は株式会社NTT
ドコモの登録商標です。

《
留
意
点
》

１
．
各
決
済
ア
プ
リ
の
操
作
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
の
決
済
事
業
者
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
．
ス
マ
ホ
決
済
利
用
後
の
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
・
金
融
機
関
等
で
使
用
し
な
い
よ
う

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
な
い
納
付
書
（
30
万
円
を
超
え
る
金
額
の
納
付
書
お
よ
び

　

延
滞
金
納
付
書
）
は
ス
マ
ホ
決
済
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇 auPAY　 〇ｄ払い　 〇 PayB　 〇 PayPay

⑯市政の窓 2023.4 月号



宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」「
Ｘ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」

打
上
げ
迫
る
！

（
記
事
の
内
容
は
３
月
13
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　令和４年 11月 24日と令和５年２月 21日に在宅医療
介護連携推進事業の一環として、エンディングノート体
験講座を開催し、34名の方が参加しました。
　看護師の矢吹敦子さん（終活カウンセラー）が講師と
なり、医療・介護現場での看取りの経験談を交えた講義
が行われ、参加者はもしものときにご家族や大切な人に
伝えておきたいことをまとめておくポイントや考え方な
どについて学びました。
　これまでの人生の振り返りとこれからの人生を考えな
がら、実際にノートを書いてみることで、参加者からは『自
分を見つめ直す機会になった』『心が少し軽くなったよう
に思う』『いつも思っていた事を再確認できた、これから
前向きに一日一日を大切にしたいと思う』などの感想が
聞かれました。
　地域包括支援センターでは、今後も市民講座の開催等
を通して、自分らしい人生の最期を過ごせるよう取り組
んでいきます。

エンディングノート体験講座を開催

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
て
、
は

や
ぶ
さ
２
帰
還
カ
プ
セ
ル
＆

リ
ュ
ウ
グ
ウ
サ
ン
プ
ル
展
示
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
は
や
ぶ
さ

２
実
物
大
模
型
の
展
示
や
は

や
ぶ
さ
２
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
に
よ
る
講
演
会
も

実
施
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】

４
月
２
日
（
日
）
〜
６
日
（
木
）

※
３
日
（
月
）
は
臨
時
開
館

【
講
演
日
時
】
各
回
45
分

４
月
２
日
（
日
）

　

①
９
時
30
分
〜
②
12
時
〜

　

③
14
時
20
分
〜

４
月
３
日
（
月
）

　

①
９
時
30
分
〜
②
12
時
〜

　

講
演
会
は
先
着
順
の
事
前
予

約
制
で
す
。
ご
予
約
・
お
問
い

合
わ
せ
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館

０
９
９
７

‐

２
６

‐

９
２
４
４

ま
で
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
、
Ｈ
Ｐ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

宇宙センター
ホームページ

　

今
年
度
は
い
よ
い
よ
小
型
月
着

陸
実
証
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」（
ス
リ

ム
）、
Ｘ
線
分
光
撮
像
衛
星
「
Ｘ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」（
ク
リ
ズ
ム
）
が
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
47
号
機
で
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
は
、
将
来
の
月

や
惑
星
探
査
に
必
要
な
着
陸
の
技

術
と
、
小
型
で
軽
量
な
探
査
機
の

実
現
を
目
指
す
月
面
探
査
機
で

す
。「
Ｘ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
は
星
や
銀

河
、
ま
た
そ
の
間
を
吹
き
渡
る
高

温
ガ
ス
「
プ
ラ
ズ
マ
」
に
含
ま
れ

る
元
素
や
そ
の
速
さ
を
測
る
こ
と

で
、
星
や
銀
河
、
銀
河
の
集
団
が

つ
く
る
構
造
の
成
り
立
ち
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

　

打
上
げ
成
功
に
向
け
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

月面へ着陸する「SLIM」CG

〜
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
〜

「
は
や
ぶ
さ
２
」
帰
還
カ
プ
セ
ル

＆
リ
ュ
ウ
グ
ウ
サ
ン
プ
ル
展
示
！宇宙センター

Twitter

⑰ 市政の窓2023.4 月号



戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
１
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

橋
元　

正
治

池
野

橋
元　

タ
ミ
子

山
口　

辰
也

軍
場

山
口　

雪
男

　

川　

孝
志

武
部

　

川　

安
志

日
笠
山　

隆

野
木
平

日
笠
山　

満

上
山　

浩
人

古
田
上
之
町
上
山　

ミ
ト

杉　

直
茂

浜
脇

杉　

マ
ツ
エ

馬
場　

至

横
山

馬　
　
　

江
口　

セ
ツ

古
田
上
之
町
江
口　

重
加

森
園　

や
よ
い
枦
之
峯

森
園　

正
一

花
里　

俊
幸

松
畠

花
里　

エ
ミ

平
瀬　

隼
雄

納
曽

平
瀬　

隼
人

鎌
田　

成
人

下
郷

鎌
田　

義
詮

※
一
般
寄
付

（
12
月
受
付
分
）　

林
家　

種
平

　

松
寿
会

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

丸
山　

航
希　

丸
山　

航
希　
　
　

中
種
子
町

　
　

中
種
子
町

　
　

＆

　
　

＆

延
時　

彩　
　
　
　

中
西

延
時　

彩　
　
　
　

中
西

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
３
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
３
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
３
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

髙
井　

音お
と
は波

女
和
道

澄
佳

寺
之
門

吉
山　

悠ゆ
づ
き月

男
幸
一

美
穂

池
野

木
原　

世よ

あ愛

女
威
一
郎
ア
ユ
ミ
鴨
女
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

中
浦　

博

86

庄
司
浦

松
里　

清

86

野
首

赤
木　

政
幸

59

庄
司
浦

川
原　

ハ
ツ
ミ

86

川
迎

中
園　

良
助

77

松
畠

錨　

ヨ
シ
ヱ

88

池
田

大
瀨　

秋
秀

98

川
迎

栁
田　

ヒ
デ
子

94

塰
泊

川
脇　

ト
モ
エ

94

塰
泊

志
摩　

セ
ツ

93

沖
ケ
浜
田

中
原　

ハ
ル
エ

90

村
之
町

遠
藤　

武
德

81

上
之
原
町

上
妻　

道
子

69

榕
城
中
目

塩
﨑　

ハ
ル
ミ

94

松
畠

長
野　

サ
ダ

89

横
山

日
髙　

チ
ヨ
子

102

東
町

長
野　

幸
人

54

現
和
上
之
町

長
野　

靜
盛

84

安
城
下
之
町

中
村　

ケ
イ
子

61

榕
城
中
目

広告広告
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波
の
花
護
岸
に
打
ち
寄
せ
泡
と
な
り
島
の
風
物
道
路
へ
舞
い
散
る

シ
ル
エ
ッ
ト
神
々
し
く
て
そ
の
ポ
ー
ズ
ヨ
ガ
の
聖
地
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

久
び
さ
に
下
校
の
子
等
の
は
し
ゃ
ぐ
声
聞
き
お
り
人
口
減
り
ゆ
く
街
に

早
起
き
の
辛
い
冬
の
朝
ぼ
ら
け
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
白
月
を
愛
で

高
齢
者
集
ま
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
と
一
緒
今
日
の
課
題
は
何
ん
じ
ゃ
ろ
ナ

忙
し
な
き
日
々
の
暮
ら
し
を
縫
う
よ
う
に
我
の
短
歌
は
産
声
上
げ
る

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
と
孫
娘
大
人
び
た
様
な
ス
マ
ホ
の
声こ

わ
ね音

寒
風
に
身
を
寄
せ
合
ひ
て
と
ま
ど
ひ
の
紫
を
見
す
沈
了
の
花
芽

水
温
み
川
の
流
れ
も
春
映
す
河
津
桜
の
花
び
ら
泳
が
せ

シ
ベ
リ
ヤ
の
春
と
は
如
何
な
る
春
な
り
や
鶴
の
北
帰
を
聞
き
つ
ら
思
う

遠
き
日
の
火
鉢
の
そ
ば
に
は
姑
が
居
て
美
味
し
い
匂
に
満
た
さ
れ
て
い
き

川
沿
い
に
見
事
に
咲
き
し
故
郷
に
目め

じ
ろ白
も
集つ

ど

う
河
津
の
桜

や
ぶ
椿
日
陰
に
赤
く
咲
き
あ
り
て
寂
し
く
は
な
し
清
ら
か
に
映
え
る

民
思
い
カ
ン
ザ
ー
背
負
い
キ
ャ
ハ
ン
巻
き
小
右
衛
門
翁
像
赤
尾
木
の
長お

さ

混
沌
と
し
た
る
こ
の
世
如き

さ
ら
ぎ月

の
庭
明
る
め
て
鳶い

ち
は
つ尾

は
咲
く

陽
が
伸
び
て
青
春
の
刻
終
わ
り
告
ぐ

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

野
首
・
桐
木
平　

多
恵
子

静
岡
県
・
久
保
下　

キ
ヨ
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

茨
城
県
・
冨
永　

道
子

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

西
町
・
濱
田　

千
代

兵
庫
県
・
春
田　

優

中
西
・
宮
村　

ノ
シ
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
た
け
し

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　47件
うち急病　27件

2月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

3月 10日現在（R5年累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,566 3,913 7,479 3,902
上西 223 246 469 267
下西 1,023 1,085 2,108 1,159
国上 466 494 960 547
伊関 183 205 388 218
安納 169 171 340 192
現和 545 574 1,119 629
安城 146 137 283 161
立山 46 37 83 48
中割 36 35 71 51
古田 146 177 323 175
住吉 369 436 805 462

［校区別］

［人口］
全体 14,428 人（＋ 12）
男性 6,918 人（＋ 7）
女性 7,510 人（＋ 5）
［世帯数］
7,811 世帯（＋10）
（　）内の数字は前月比

２月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【2月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 895 38 3,878 395
葉茎菜
　　類 1,929 267 6,252 459

果菜類 115 33 1,318 421
その他 3,791 1,378 773 192
小 計 6,730 1,716 12,221 1,467

果
物
類

かん
きつ類 2,011 482 263 28

果瓜類 0 0 0 0
その他 607 837 372 113
小 計 2,618 1,319 635 141

鳥卵・　　
加 工 品 等 75 38 828 387

花　類 12,907
本 513 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
23トン

9トン
（39％）

14トン
（61％）

取引額
559万円

359万円
（64％）

200万円
（36％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《4月の休み》
2日・5日・9日・12日・16日・19日・
23日・26日・29日・30日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

4 月 当番スタンド

２日 ㈱有馬石油店（西町）

９日 ㈱三栄石油商会（天神町）

16日 種子島石油㈱（鴨女町）

23日 ㈱有馬石油店（西町）

30日 ㈲和人組（上石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

⑲ 市政の窓2023.4 月号
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日 昇 製 糖 工 場

スタッフ募集 !
正社員・パート・アルバイト

スモモ ベーカリー種子島店

募集のご案内
レジスタッフ・製造スタッフを募集しています　未経験者歓迎 !
正社員の方には収入を得ながらパン職人の技術や経営ノウハウを

習得できる研修システムがあります。

キックボクシング始めませんか。キックボクシング始めませんか。キックボクシング始めませんか。
ダイエット、体力作り、もちろん、強くなりたい！

・2013 年プロキックボクシング新人王
・プロキックボクシング
　第 4代現役チャンピオン（フェザー級）
　第４代ライト級チャンピオン

月謝 (一般男性６千円・中高校生＆一般女性５千円・キッズ４千円 )
【練習場所・日時】
●西之表：旧榕城中学校武道館(西之表市役所裏) 
　毎週月・金曜日 午後7:00～9:30 （始まり／帰りの時間は各人自由)
　日曜日:午後4:00～5:00(自由練習)
●中種子：中種子町武道館2階柔道場
　　　　（中種子町中央体育館の隣）
　毎週水・土曜日(土曜日は自主練習)
　午後7:30～9:30
●昼クラス 
　予約制:火・木曜日　午後2時～3時

体験
（要予約）

鮫島まで

試合の出場は希望者のみ

見学歓迎見学歓迎

キックボクシングジム種子島キックボクシングジム種子島    会長  鮫島 力会長  鮫島 力

連絡先：080-1723-4405(鮫島)


